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ワーリス・シャーの愛とエロス

一－パンジャーブ諾のスープイ一文学『ヒールj一一一

Love and Eros of W aris Shah : Panjabi Sufi Literature 

北田
Makoto KITADA 

Abstract The linguist Roman Jakobson, who studied oral poetry of various ethnic groups, observed that 

folk poets use a couplet as a figure of speech to connect two different levels of meaning. In such a couplet, 

every smgle grammatical element l口thefirst line is oft巴nmade to correspond to an element in th己second

line, so that an intricate metaphorical connection is created between the two lines. This produc巴san 

effect that resembles to a montage shot in a film, in which two imag巴soverlap. In this article. I. adopting 

Jakobson’s theory, analyze the grammatical structure of several couplets contained in“Hlr命andRanjha.” 

the love romance composed by Waris Shah (Wari'? Sah), the Panjabi Sufi poet of the 18th c巴ntury.The 

analysis revealed that the couplets describing the idyllic scεnes of rural villages in Punjab ar巴technically

accomplished and stylistically sophisticated. Although this work is usually considered to be vVaris Shah’s 

original creation. my analysis suggests that his text is strongly influenc巴dby the collective literature of 

Punjab. and inherits a lot of elements from antec巴dentoral texts. It is also observed that pre-Islamic 

characteristics are predominant in Waris Shah’s language, containing a relatively poor vocabulary of 

Perso Arabic. Instead, the vocabulary of this text largely consists of New Indo-Aryan words, and th巴

poetical expr巴ssionsare very oft巴nthose inherited from the indigenous poetical tradition of South Asia. 

Thus, an aspect of the process of intermixing Islamic and indigenous South Asian cultures is elucidated 

on the basis of linguistic analysis of a lyrical text. 

Keywords Sufi （スーフイー）， Panjabi （ノTンジャービー）' ＼司TarisShah （ワーリス・シャー）， Roman 

Jakobson（ロマーン・ヤーコブソン）, Oral poetry（口永詩）

はじめに

南アジアに広まったイスラームは，南アジア土着の風習”信仰の影響を色濃く受けている

と言われる〔Schimmel1995・504ff〕。しばしば指摘されるのは，スープイーの修行法におけ
るハタ・ヨーガ行法からの影響で、ある［榊 2005；ニ宮2014］。外来のイスラーム文化と

文化との接触とそれによって生じた変容は，宗教に限らず生活風習，音楽絵聞などの諸芸術，
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2 北 rn

建築様式など多Iii支の分野にわたるが，個々の分野により， i.Fli肴・変容の程度やプロセスには

差異が著しいようである。本論考では，パンジャーブ詰のスープイ一文学？ヒールとラーン

ジャ－jのテキストを対象としその言語表現，特に，作詩の技巧としての比臨とそれを

表現するために技巧的に駆使される構文法その他の丈法的姿素，を分析することにより．

スープイズムとTliiアジア土着文化との混鴻の有り方を観察しようとする。またその｜祭に，こ

の作品の1:j:1に含まれる，球］アジ、ア土若の文芸伝統（イスラーム以前のインド・アーリア諾の

文芸伝統）から受けi主いだ袈素にi注目した。その結果明らかになったのは，パンジャーブ地

方の古い仁j承詩が去らになっていると考えられるこの作品において， 1¥1アジ、ア土着の異教的色

彩が濃厚であるということ，また，この作品は一般的にスープイー宗教文学の代表格と見な

されているにもかかわらず宗教色は意外に希薄であり 11，説教臭さは少ない，ということ

である。

I 作者と作品

18世紀訟の人ワーリス・シャ－ Wari~ Sahは パンジャービー認の古典文学を代表

する詩人である。その代表作・物語詩 fヒールとラーンジャ－.lあるいは「ヒールp は，

スーフイズム（イスラームネljl秘主義）文学の傑作とされる。神秘主義者ジャラールツデイー

ン・ルーミーがベルシア認で書いたスーフイズム文学の金字塔 f精神的マスナヴイーjにさ

え匹敵する，という人もいるほどである。

？とールjは，パンジャーブ地方の一農村の族長の娘ヒール Hlrと，流れ者の孤児・水牛

飼ラーンジャー Ranjhaとの身分違いの恋，およびその悲劇的結末を諾ったものである。こ

の物語のあらすじそのものはワーリス・シャー独自の創作ではなく，パンジャーブ地方に古

くからある｛云説をもとにしている。ワーリス・シャーに先行する何人かの詩人が，同一の伝

説を題材ーにして物語詩を著している九しかしワーリス・シャーの作品が最も俊れていると

され人気が高い。その人気の理由の一つは パンジャーブの農村の生活”風習が生き生きと

r&i写されていることである。

今日パーキスターンに流布するワーリス・シャー作 fヒールjのテキストはアラビア文字

※Ill告7} MIA口 MiddleInda Aryan P. = P巴rsian Panj.口 Panjabl Skt.=Sanskrit U.=Urdu 

1 ) ‘宗教”の定義によって 何が宗教的でやJがi止ff:t(J9で、あるか．は一概に言うことはできず。さら

に（今日のj'lj[lj（でなされているように），宗教とLilイ？？を分搬することが来たして可能か，というこ

とも賎しい矧いであるが。ここではそれに烹ち入らない。使fl：的に漠然としたなi味で使っておく。

2) ノfンジャーブJI-IJ an<;lialah Ser Xan に~t まれたという；えカfある。ワーリス・シャーの生｝交作ーにつ

いては諸説あるが， 18t世紀に生きたということについては一致している〔日必iml:5］。

3) ヒジユラ！万： 1180fド（コロjl'ljJf:¥'1766-67 iド）の作とされる［Hasiml・6］。
4) ダモーダル・ダース DamodarDasのヴァージョンなど。アラビア文字テキストを掲絞したサ

イト httpI lwww.apnaorg.com/poetry I damuder Iがある。
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ワーリス・シャーの愛とエロス 3 

で表記されているヘしかし語棄を見ると，新期インド・アーリア語系の要素が多く，アラ

ビア・ベルシア語からの借用語はかなり控えめにしか用いられていない。このことは，ワー

リス・シャ…がこの詩を作った時代には，農村で話されているパンジャービー訪の言語とし

てのイスラームイとがあまり進んで、いなかったことを示唆している。また，南アジア土着の表

現（修辞・比i除）が多用され，巷に流布することわざを取り入れたと忠われる綾言や，時に

は卑袈で下品な事！日捻の言葉さえ見られ，この作品が，単に宗教的な宣伝・教育の道具として

のみならず，大いに民衆の娯楽たりえたことを示している。

このテキストは雑然としており， ときには猿~；ft.で消子fflil未が濃厚で、ある。これを読んでいて

感じられるのは「この作品は本当にワー 1）ス・シャー自身の創作なのか？Jという疑需であ

る。ワーリス・シャーJ,j、外の詩人達のヴァージョンと比較してみなければ確かなことは言え

ないが，実際のところは，無名の吟遊詩人たちが伝承して来た 7ヒーjレJ伝説を基にして，

ワー 1）ス・シャーが，既存の口承テキストにいくらか手を加えて自分の名を冠した，という

ことに過ぎないのではないか。ことによると，ワ－1）ス・シャーがすぐれた詩人と言われる
のは，彼が高尚で＇ t品な内容の宗教詩を作ったからでは必ずしもなく，むしろ大道芸人とし

てのパフォーマンスが達者で，大衆の人気を得た，ということだったかもしれない。少なく

とも，彼の文体は上流階級の洗練とは一味違い，清濁併合せ呑んで、ドロ Fロとした民衆のマグ

マの議きを感じさせる趣をもっ。

上述した通り，このテキストにおいてはアラビア・ペルシア語義の龍用は控えめで，逆に

南アジアの土着的な色彩が強い。それを最も端的に示すのが 水ベ二飼ラーンジャーの人物後

である。この巻き毛をした美男子の水牛飼は昼間からふらふらとし竹筒（Panj.vanjhll= 

Hindi barpsurl)を巧みに演奏しながら，村の女性遠の心をくすぐる。このような設定の背

には，ヒンドゥー教の伊達男クリシュナと村の牧女達との恋の伝説がある。

おそらく fヒールJ伝説自体はヒンドゥー・ムスリムの！三別なく，パンジャーブ地方に古

くから語り継がれてきたものであり，そこに，中！止のスーフイー達によってイスラーム的な

メッセージ性が加味されたのであろう。ワーリス・シャーの作品においても，大部分には宗

教色・説教臭が希薄で、あり，イスラームの教義が前面に強く押し出される筒所はずいぶんと

少ない。

ワーリス・シャ一作 fヒールJは，現在でも独特の旋律をつけて歌われている。それは南

アジアの伝統音楽でラーガ・パイラヴィ－ Raga Bhairavlと呼ばれる哀愁を帯びた調子6！で

作｜取したものであり，全ての詩節をこの間ーの旋律で、吟詠するようである 71。テキストの中

5) ただし渋村には口承文芸として流布しており，その［:jf~ に文字テキストがと、のお：佼ーまで丞姿ti:

をもっていたか，ということについてはさらなる総論考祭が必：変て、あろう。アラビア文字だけで

なくグルムキ一文字で書写されたな本も残っているようで、ある。

6) J長オえもす；絞はC.D b , E b . F. G. A b , B b . Cであり， これをザ守7£の自己列でJIJいる。
7) Youtubeで検索すると，ワーリス・シャーのゆjで歌う修行設なと＼さまざまな動ITlJIが挙がって

おり，災｜祭に視l隠することがで、きる。
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4 北川

でも， しばしば吟遊詩人や歌謡・苦楽が題材となり，そういった箇所からは大衆芸人の体験

が読み取れるようだヘ

立 口承テキストの問題

筆者が主に用いた？ヒールjのテキストは，ハーシミー版［日話imI出版年不明］である。

その前者き［問書： 13f]によれば，編者ハーシミーは，当時出版されていたらつの）坂本を

もとにしてテキスト校訂を行ったという。しかしこれら版本のテキストはお互いに食し

いが多い。後代に付加された詩節があまりにも多く，どれがワーリス・シャーの真作で，ど

れが賢作なのかも判断しがたい。さらに．この作品そのものが，ワーリス・シャーひとりの

手になるものなのか，それとも複数の作者の手が加わったものなのか，ということさえ，決

めることができないっこのようにハーシミーは述べる。

実際，筆者がおll助として参照したミサー 1）ー瓶？ヒールj[Mi::;a!I 2005］のテキストは，ハー

シミー版にほぼ一致するものの，ときおりf.fx＇れや詩行の JllF[番が前後したり，ハーシミー版に

は含まれていない歌や詩行が挿入されていたりする。このように口承文芸的な性格が強く，

複数の人物が長いu寺朔をかけて作ったことが鳴らかなテキストに対し，古典的な文献研究に

おける，複数の伝本からたった一つの真正の原本を復元する，という方法を適屯することは

難しい。ワーリス・シャーは間際 18!Jt紀に実在した人物で、あることは維かであり，『ヒールj

のテキストの中の表現の端々から，彼自身の人柄や思い，つまり作者の体臭のようなもの，

が立ちのぼって来るように感じられることもあるとはいえ それを論考の根幹に据えること

はできまい。むしろ，複数の無名の作者の手が加わったテキストであることを前提として，

i二i承テキストを口承テキストそのものとして 取り扱う方法を考えた方がいいのではないか。

現在，パーキスターン・パンジャーブ州の都ラーホールでは，ワーリス・シャ一作『ヒー

ルjのさまざまな種類の版本が出版されているが，この論考においては，筆者が入手できた

版本のうち，最も諾釈・解説が詳しく．パンジャービ一語原文に比較的忠実なウルドゥー

訳の付いているハーシミー版を主に用い，次いで語釈の詳しいミサーリー版を適宜参照した。

先行研究として， ドイツの研究者が fヒールjを構造主義的な方法論を用いて分析したもの

[Buddenberg 1985］があるが，ウルドゥー語訳のみを用いており，パンジャーど一語原文

を全く参照していなかったO この作品はパンジャーブの民族文芸を代表する作品で、あるにも

かかわらず，原文テキストを学術的に批評・分析したものは克当たらない。

8) ？ヒールJにおける安楽については北間2015において論じられている。

9) ハーシミー！；立やミサーリーj況においては，複数の詩行がまとめられてペルシア認のタイトル

（内容説明）をfせされ．番号がふられている。 i引をの議行には通常，ペルシア古典認や新JtJJイン

ド・アーリア話殺の習慣に従って 作者ワーリス・シャーの名前が含まれている。このひとまと

まりを。本論考で、は使宜的に「llkJとIllんでおくことにする。
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ワーリス・シャーの愛とエロス ~ 

m ワーリス・シャーの言語

一般的に傑i¥f,139なパンジャービー語と見なされるものは，パーキスターンのラーホールお

よびインドのアムリトサルを中心にして話されるマージー Majh！方言である［萩田 1996:

ii］が．ワー 1）ス・シャーの方言はこれとは語索・丈法において異なっている 1(11。注釈者

ハーシミーは“中央パンジャーブの鴬：通の村の言葉であり，農村の民衆に理解しやすし

であったために人気がwた”と言う［HasimI: 12］。実際，インド・アー I｝ア諾系統の土器：
の語繋が中心で，アラビア・ペルシア借用語は比較的少ないが，そのことは，このテキスト

の学術的な研究をお］って難しくしている。パンジャーブの農村にすむ母詩話者にとっては容

易といいつつも，僻えばハーシミー版の詩釈とミサーリー！慌の語釈を比較すると，食い違い

も多く，また， i日j恕のある偲所のウルドゥ一語訳は省略してしまうなど，向者とも， しばし

ば不明な語義・表現の解釈に苦しんだだろうことをうかがわせる。本論考は，この難解なテ

キスト原文を語学的に分析する試みである。

N 口承詩における平行性

fヒールJを理解する上で，筆者が参考にしたのは，ロシア・フォルマリズムに属する

ーコブソンの理論である。ヤーコブソンはスラフ守系諸民族の口承誌を研究する！筏に，

Cl承詩には対句（二行設）がよく用いられることーそして，二つのベアをなす詩行は，

文法的要素，統語など，すべての部で王子行性を見せること，に務告しこうした対句

を“平行詩”とn乎んだ。詳しくは，被自身の論考ILを参照していただきたいが， fヒールj

における好例を絞って具体的に説明したい。

第 125歌21-22詩行〔HasimI:92] 

Es taxt hazar巴de<;lambre nun rang rang diyan jallyan 12 pa6ndI he /125, 21/ 

Wari$ Sah jattl naz niyaz kar ke nit yar d品jIδparca6ndl he /22/13' 

10) とはいえ，ワーリス・シャーが長く住んだ、カスール Qa~Dr や， fヒールJ を完成させたパーク

バッタン Pakpatta口県マリカー・ハーンス MalikahHails [H対1mI:6］はともにパンジャーピ－

ii1i・マージ一方言の通用問内に含まれる。マージ一方言内部にさらにいくつかの地域笈がある，と

いうことであろう。

11) ；文法の詩と百五jの文ltd［ヤーコブソン 1985:86…100J. r文法的並行伎とそのロシア訪における
mu c向子J:10H47J. r詰ii¥W＇／：とi古学j［ヤーコフソン 1973:183 221］などc
12) jalI （£.）の複数形。 jala(m.）の複数形ならば.rang rang dean jalean 

13) ノfンジャーピ－?i1il民文会引用する際のローマ字転＇. 0：については，災｜授の発古よりも原文のアラ

ビア文字表記を後先した。具体的に議うと，現代の1~i；準的なパンジャーどー訪の発1~；・において，

気：!ikhならびに有戸約気背（gh,jh, dh, (lh, bh）の指気はj自失しその代わりにお低アクセント
（｝昨凋）を生み出すが，本干潟では戸'fi',Jを表記することはせず， Jjj（文文字表記に従ってhで表記する。
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6 北町

そうしている朔に，〔ヒールは］タフト・ハザーラwのオス魚、に対し，色々の縞を仕掛

ける。

ワーリス・シャーよ！ジャット族151の女は椀妨i；っぽい［あの手この手の〕仕草を作り，

常に恋人の魂を喜ばせる。

族；授の娘ビールが水牛飼ラーンジャーとともに河畔の放牧地で逢引をし川で、泳いで、戯れ

ることを歌う。“オス魚、”とはハザーラ族の男（ラーンジャー）のことである。この歌（第

125歌）の第 19詩行では「ヒールは魚、のようにラーンジャーの四方を泳ぎ!illり，近づくJ

と言われており，この表現はそれを受ける。魚、は多践と豊鏡の象徴であり， i俊雄の魚、が身を

くねらせながらもつれあう様はエロティックである。“色々”（rangrang）は文字通り“さ

まざまな色”を意味し，“色々の網”は

熟語に平行で、ある。 I菊アジア丈fヒ圏の土着i〕守な述想において，色彩は色欲，つまり現｜仕的欲

求や快楽，に結びつき，人を様々な感覚的快楽で惑わし輪廻に捉えてしまう現世は，“網”

(Skt. jala）と呼ばれる。女の作りだす綱郷という幻影は現世的快楽の象徴であり，その網に

男は絡め取られる。南アジア土着の文芸においては，現世は“海”や“河”になぞ、らえられ

る。“魂を喜ばせる”という表現は，“色々の網を仕掛ける”という表現に平行で、あり，それ

は結局，存在の大河のただ中で魂・ ilQJ我 (Panj. jI6 < Skt. jlva）が食る現役的快楽は，良に

過ぎない，ということを灰めかしている。

かつて古典サンスクリット詩人バルトリハリは次のように歌った。

愛干ljlという漁締は，この存在の海に女という釣針を投じ，女の唇という餌を渇望する男

という魚たちを即座に釣り上げ，愛の焔の上で焼く出［上村 1998:86］。

このように対句のニつの詩行が重なりあうことによって，詩の表現に空期的.II寺間的な広が

りや深みが生まれてくる。そのことをヤーコブソンは， 1920年代のロシアn央闘で好まれた

モンタージュ4支法になぞらえた17,0 あるシーンが別のシーンとオーヴァーラップすることに

よって，二つの異なるシーンのi切に意味的な連関が生まれ，さらにその連関を拠り所にして

新たに第三の象般的な意味が生じる。熟練した口承詩人達は，このような技法を凝らした表

現を意識的に行うだけでなく，時にはほとんど無意識的に［！日興で紡ぎだす。口承詩は，対句

表現が散りばめられて幾何学的な文様をなす織物のようなものだ，という。

14) タフト・ハザーラはハザーラ族の！否住地の名で，：＝E.人公ラーンジャーの故郷［Hasimi:21］。

15) l現段lIlk紀以降定住したインド北関音｜；のネjヅゴな後彩iカースト〔｜前]I:]2015: 343] G 

16) vistaritarp makara-k巴tana-dhivarel)astrl…sa白白itambac;lisam atra bhavambu-ra台auI 

yenacirat tad-adharami:;;a-lola-martya-matsyan vikp;;ya vipacaty anur‘aga-vahnau I I Sp'lgaraぬtaka

53 (Nirl)aya editioロ）

17) 「対照的な文法概念の放；誌は，｜奥羽のモンタージュの fダイナミック・カッテイングjdynamic 

cuttingと比絞してよいであろう。このカッテイングは，例えばSpottiswood巴の定義では，対照

をなすショットないしは場面連続がそれらだけではもたらすことのできない観念を観察の心中に

~I三み t討すものである J ［ヤーコブソン 198593］σ 
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ワーリス シャーの愛とエロス 7 

ワーリス・シャーのテキストにおいて，ヤーコブソンの「詩における文法的玉三行性j理論

が，常に適応できるわけで7はないが，この視点を:r*mすることにより，ワーリス・シャーの
文学的世界の広がりを，今までより明憾にとらえることができると感じることがしばしば

あった。おそらく同じようなことは，いままで詩を鑑賞する者ーの誰もが感覚的に行っていた

ことであるが，ヤーコブソンはそれを言語学や文法学の用語を用いて記述することに，ある

程度成功した，ということであろう。

v ワーリス・シャーの出立とラーンジャーとの出会い

それでは以下に，物語が始まって｜潟もない部分を取りあげて分析していく。美青年ラーン

ジャーは兄弟たちに故郷の村を追い出され，放浪の旅を行く。途中，河があり，それを渡る

ためには渡し船に乗らなくてはならないが，銭無しのラーンジャーは釆Aせてもらえない。し

かしラーンジャーは笛を吹き歌をうたって人々の歓心を買い，ついには渡し船に手表せてもら

える。 i可をi度るとその先にはヒロインである》長長の合良ヒールの村があるのだ。

この箇所を選んだ理由は，文学性がかなり高く，物語詩 fヒールjの数ある頂点のうちの

一つをなしていること，そして，この箆所には，口承詩をパフォーマンスとして演じた大道

芸人たちの体験が込められているらしいこと，である。

第 43歌〔Hasiml:40〕

寒村のそスクで一晩を明かしたラーンジャーは，早朝，追い立てられるようにして出発す

る。

cit! cuhakdl18i nal jail ture pandhl peail duddh de wicc madhanlyan neil /43, 11 

utth gusal de waste jan daure sejan rat nC1n jihnail neil manlyan neil /2/ 

烏がチュンチュン怖く［朝の訪れ］とともに，旅人は出発した。［搾りたての］乳のiト：

に器持棒は入れられた。

［男は］起床して，朝の水浴びのために走る。咋夜，大切にした袴を〔隊れて〕。

早朝，主婦たちがギー（精製バター）を作るために，牛乳を臼に入れて撹f.'I~様でトントン突

いて扱きまわす音が，村中あちこちから間こえてくる。注釈者ハーシミーは，農村の早朝の

風崇が自の前に広がるかのようであり，ワーリス・シャーの詩の中でも白躍である，と絶賛

する。しかしこの誌節の本当の勝力は， もう少し違うところに見出せる。詩行後三！三部は，昨

夜，女との性交を愉しんだ男が朝起きて，寒いので水辺に一目散に;:Eっていくことを述べる。

と＊二詩行に詠われる内容をオーヴァーラップさせるならば，これはもはや農村の

18) パンジャーピー百半：j!i:[Singh 1983］には cuhkai:ia, [iii] i二I2015には cahikai:iaとある。 Panjabi

1999には， cl!hakna/cl!hkanとある。
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すがすがしい朝の風去を描写した郎びた詩などではなくなるむ

れられる震い奇とキ狂乱で中高く鳴き騒ぐ烏の声は，昨夜，

をIXめかすのであろう。

南アジ、ア土若の汗情詩（サンスクリット・プラークリット古典行鵠詩など）には．欲求不

満に苦しむ農村の主婦が．夫のfl!守中にお・姑の日を盗んで．行きすがりの旅人を家に泊め，

も も突き入

」つ

'l'l'fを交わす，というシチュエーションを詠ったものがよくあり，これもそうしたインドの農

村の艶歌を下敷きにした歌だろう。旅人は輯，逃げるように去っていく。しかし農家から

γ亡くる，家事．に精を出す主婦の威勢のよい物音は，そのような男のことなどもはや庇に

も懸けないような風’i官である。

この詩の表向きの意味は，村のそスクで満足なもてなしも受けず，ラーンジャーが足早に

走り去っていくことであるが以上のことを踏まえるならば ラーンジャーが～物語には

はっきりとは語られていないけれども～i投郷の村を追われた原図は，姦通であったことを

外に灰めかしているようにも思われる。

第45歌［HasimI:41] 

強欲なボートi'IJiぎの親爺ルッダン Lw;lc;lanは，船貨を持たないのに船に乗りたがるラーン

ジャーを篤る。

paisah khohl ke hatth je dharen mere g6dl cae-ke par utarna hari. I 45. 11 

ate c;lhekiya muft je kann khaen ca b己tiyonzamln te mama han /2/ 

お：請が金を 111＼して｛慌の手に置くならば ！日？に乗っけて，向こう岸まで渡してやろう。

だが，ろくでなしよ！ もし実的ょに［騒いで、］私の耳を替る（＝うるさくする）ならば，

ボートからj弘前に放り出してやろう。

ニつの詩行が文法的にパラレルな構造を持つ，つまり，ヤーコブソンが“平行詩”と呼ん

でいるものである。“金を出して”（paisahkhohl ke）はつ！隈駄に／無料で”（muft）に平行

である。“金を払って”と“無料に”は問じカテゴリー「金銭の支払いjに属する対立項で

ある。“手に置くならば”（hatthje dhareri.）は“耳を欝るならば”（jekann khaeri.）に王子行

であり，どちらも身体部位（手， :Ej:）を使った表現であるoi持l韻をなす“向こう岸まで渡し

てやろう”（parutarna han）と“放り出してやろう”（mamahan）は文法的にも平行であ

る。…般に．日持If出をなすべアは，窓i球的にも強い繋がりを持つことが観察される。

さすれば，残りの“膝”（godl）と“l也市”（zamln）についてもまた，平行なベアをなす

ことが自ずと期待される。つまり．読み手の意識の中で，二つの膝のイメージと， JIIのfrt!ji予

の土二手のイメージがオーヴァーラップするのだ。よく似た形状をしていても，！日ミは柔らかく

り心地がよく， JII停は冷たく硬い。

"Jmiこ'jf!とつけて渡してやる”という表現は，一見不忠議な表現だが，おそらく，男のくせ

に女のように巻き髪を乗らし化粧に余念がない援男ラーンジャーを，郷撤しているのだろう。
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ワーリス・シャーの愛とエロス 9 

おいカワイコちゃんよ，船賃を渡すなら，俺の！践に乗っけて渡してやってもいいぜ，と卑袈

な冗談を吐くのである。これに平行な“地面に放り出してやろう”（zam!nte mama）は，

直訳すると「地問の上で打つjという意味だから，粗野な船頭の吐くこの悪態の意地悪さは

際立つ。自分の月Ufの上にのつけて“披岸（Panj.par=Skt. p孟ra）に到達させてやる”とは下

品なること緩まりない。

第46歌［HasimI: 42] 

ranjhail. minnatail. kar ke thak rahea ant ho karn;lhe parhail. ja baitha I 46. 1/ 

cha<;!<;! agg b邑ganrIho gose prem <;lhan<;lrI wakkh 191 jaga baitha /2/ 

ラーンジャーは［船頭に］幾度も懇願をしたあげく，疲れてしまって． しまいには，岸

辺に行って）亙った。

〔船頭のテントのかたわらの〕よそよそしげな火を捨てて，関に行き，別のi長所に愛の

たき火を焚いて座った。

gawe sadd faraq ( =firaq) de nal rowe ate wanjhall sabd waja baitha /46, 31 

jo koI admI tar!matail. mard haisan pattan cha<;!<;! sabbh os te ja baitha /4/ 

別離の悲しみの調べを歌い 泣く，そしてパンスリーの音を鳴らして座った。

［その坊に］いた人は，女も努も．船着き；場を潟ltれて，皆，彼のところに行って座った。

ここでは二つの火が対比されている。一つは，会子畜な船頭（jhabel)の船者き；坊に焚かれ

る火（agg）である。渡し船に乗ろうと集まった人々が，そこに焚かれた火でi援を取り，あ

るいは，ちょっとした屋台が立てられて食事が調理されたりするのであろう。ところが無銭

のラーンジャーは，渡し場。の火の周りの楽しげな集まりからは疎外されている。本来，旅人

を歓迎するはず、の火は，ラーンジャーに対してはよそよそしい（begantI/beganarI< Pers. 

b己ganah）。意気消沈したラーンジャーは，人々の団撲をしり自に離れたところに行き，独

りさびしく小さなたき火（<;lhan<;lrI）を焚く。

ハーシミー注によれば， <;lhan<;lrIとはPanj.ala6 （たき火）のこと加）。地面に掘った穴のゆ

19) ミサーリー版［Mi;?<i.ll2005 : 83］では， dukkhとなっており，それを採るなら「愛のたき火と

官悩を［もう一度］おこして，殴ったJとなるが，文法的にすわりが惑い。
20) Vanguardの辞設［Singh1983〕では， c;lharn;lrIの意味としてacow , a foolish or stupid woman 

と記＇i主され，“焚き火”というfJ:I床はない。また， c;lhai:idという認も見えるがapc ol left by the 

Indus whεre it recedesの意味で、あり，そぐわない。

ーブJ，阿仁12015（こはc;lhac;lI(m.)11.小さな附llif太鼓を伴奏にして：炊う民話歌手， 2 祝い事の
際に楽総演奏を生業とする一様姓， 3. I吟遊詩人放浪詩人Jとあり，これを参考にするなら，
「よそよそしい火を拾てて限に行き，愛の吟遊詩人は別の1必所（wakkh jaga）に係ったjという

ように解釈できる。この際， jagaをますj詞訟車'f¥r自覚めさせる」ではなく， jagahPJJi日刊の意味で
とることになる。このように解釈するなら 4 ここで祭者が繰り広げた議論l立会く見当jfilい，とい

うことになってしまうが，とりあえずハーシミーの注釈に従っておく。擦ネ的て、ないパンジャー

ピー訪の方言テキストを分析する際の問要Ii'を示す好例であろう。
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10 二！と III

に焚き火が燃えている2ll。祭りの日ならば，その活lりで、人々は歌い踊るはずなのに，今日そ

こには人気がなく，ラーンジャーだけがぽつんと座っている。地面に掘った窪みの中で佐し

く燃える炎は，孤独な青年の心のiゃに燃える愛の炎のようである

…市目の詩節（46,3…4）では Skt.sabda「声， ，音Jに由来するニつの語7f:3.sadd. sabd 

が両方用いられている。竹笛のむせび泣くような音色は，日IJ/il！~の悲しみを嘆く人 flrJ の声そっ

くりである。

ルーミーのマスナヴイーの冒頭の句

bi一言inavaz nay cun l)ikayat mI kunad. az judalha sikayat ml kunad. 

葦笛が物語るのを聴け 数々の別れをl嘆くのを

祭りの日に人々が焚き火を取り囲んで司たい踊る代わりに，今日は，孤独な青年が，心の 1:1~

の“内なる祭り”のように，小さなたき火のかたわらで楽を奏でるのである。それに応じる

かのように，彼の周りには人々が集まり，あたかも本当の祭りのようになる。

第49歌［狂asiml:44] 

渡し船に乗せてもらえないなら チナーブJllを泳いで渡る という暴挙に出たラーン

ジャーを．川岸の群衆は必死になって思いとどまらせる。船頭のニ人の妻は青年に憐みをも

よおし両の腕でラーンジャーを救い上げてボートに乗せてやる。

dohan bahan ton pakar ranjh巴tr巴n白nmur an berl wicc carhぬ nen/49, 11 

taq号Irmu‘af kar adml di mur an bihist wicc warea nen /2/ 

間の腕でラーンジャーを掴み，向きを替えてたぐり寄せ（muran），ボートに乗せた。

アダ、ムの子（admi)の過失を放し向きを替えてたぐり寄せ，楽園に入れた。

人々を乗せてj可を横断し向こう岸まで述ぶボートのイメージと 神が人を楽園に連れてい

くイメージが，オーヴァ…ラップする。この詩節で用いられている表現“アダムの子”

(admI）“楽関”（bihist）はイスラーム的だが，現役という大河で溺れる人を救済して彼岸

に連れて行ってやる，というイメ…ジは南アジア的であるお）。この対句において“ボート”

21) Platts 2004の呂laoのJy［を参考にした。そこには次のような説明がある： abonfire ; a fire 

kindled in a hole in the ground, round which the villagers sit and warm themselves. and. in parts of 

India. around which Mohammedans dance in the festival of Moharram. 

22) ここで述恕されるのは，バラモン経典において出家者は，“内なる祭火を灯して”放浪する，と

言われることである。楽教儀礼において祭事場に焚かれるべき祭火を内イとして， iヨ分の身体を祭

事場に見立て，その仁＇＂に祭火を焚くのである。“内なる祭火”とは，摂取した食物会消化するため

の体内の熱のことである。

ワーリス・シャーのこのfili］所の起源をバラモン経典にもとめることの確かなHiH処があるわけで
はないが， i票i自のノ、ラーンジャーはときおり放浪fl針子者になぞ、らえられ，物語の中には実際にヒ
ンドゥー教ナータ派の修行者に弟子入りするエピソードも誇られる。

23) 古ベンガル誇のタントラ修行歌 fチャルャーパ夕、jや，現代ベンガルのII今遊詩人パウルの敬訪l

においては，河を航行するボートは修行者の身体の象放として月3いられる。
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ワーリス・シャーの愛とエロス 11 

と“楽闘”は平行で、ある。ボートも楽園も，ともに f閉鎖された空間Jであり，そもそも中

東の楽園（paradise）のイメージは，砂漠の中に人工の水路をめぐらし四方を壁で問って

閉鎖した古代の庭医！や， 3=.侯貴族の娯楽のために閉鎖された狩場に由来することを想い起き

せ，また，この詩節において fボートjが「楽図Jの隠u訟となっていることにより，ノアの

方舟伝説が暗示される。

これに続く詩節は次のようである。

goya xwab de wicc 'azazil c;littha mainun pher mui・ ・ars te ca出品nen/49. 31 

Wari?. Sah凶 nturat naha ke te bivI hir de palang te carh品 nen/4/ 

あたかも，夢の中で魔王シャイターンを見てしまったのに，再び彩、を天空の王座に昇ら

せてくださったかのよう。

ワーリス・シャーを王手く根ぎ，そして姿ヒールのベッドに登らせた。

前詩節で （‘ars）と言わ

れ，最後に，美女ヒールの“得”（palang）と言われる。ここで“ワーリス・シャーを”と

いうのは，ラーンジャーのことである。南アジアの口承詩においては一連の詩行の最後の詩

節に作者の名前を織り込む習わしがあり，それに従っている。物語詩をII今遊する詩人が自身

を物語の中の登場人物に重ね合わせている。

南アジア土器の口示文芸においては，苦悩に満ちた現役は荒れ狂う ifij;や大河に除えられ，

あるいは現世は泡沫の“夢”のごとしなどと言われる。悪夢のような存在の底なしの大河

から救済されたラーンジャーが招きいれられる楽園とは，天空の王座であり，そこには絶世

の美女ヒールが座についているのだ。

もちろんこれは象徴的表現にすぎず，実際には，ラーンジャーが水から引っ張りあげられ

てボートに乗せられたことを述べている。

第50歌

ボートに乗り込んで、ふと見ると，客が乗り込んでi前員になりつつあるのにもかかわらず，

ーか所だけ空席のままにされている場所がある。ラーンジャーは尋ねる。

yaru palang kiha sane s巴jetthe Jobin akhea hir jattetl'I da /50. 1/ 

badsah siyalan de taranjanan di mahar cucak xan di betrI da 121 

sah par! panah nitt Jae jis than en thaon OS musk Japetrl da 131 

asln sabbh jhabel te gh忌tpattan sabbh b.ukm he os saletrl da I 41 

友よ，ここのこのベッド（palang）は何だ？この侮（s巴j）は？

人々は答えた「ジヤツト・カーストのヒールのものだj

「スィヤーJh肢の王家の族長チューチャク・ハーンの娘のものだ」

「妖精たちの王さえもが守護を求めて身につける感香を肌に塗った女性のものだJ

If奄たちジャベール（ボート漕ぎカースト）もこの辺りの船着き場もみな，あのスイ

st01
ノート注釈
st01 : None

st01
ノート注釈
st01 : MigrationNone

st01
ノート注釈
st01 : Unmarked



12 jと l汀

ヤール族長の娘のものだj

族長の娘は，あたかも妖精族の女王のように駿呑の高貴な香りを身にまとい，水上を漂う。

ここで“ベッド”や“得”と訳した Panj.palang （之江Skt.palanga). Panj. sej ( < Skt. sayya) 

は，おそらくボートの中に，高貴な人物のために7ffi部・敷物を敷いたり寝台を置いたりして

りやすくしたもののことを言っているのであろう。普段，族長の娘が乗船するときのため

に設えている特別席aが空になっていることを述べているが，それが“ベッド”とか“袴”と

呼ばれることには，もちろん性的な連想が伴う。この場面で実際にはヒールは不在で，ラー

ンジャーはこの空席にひとりで座ることになるのだが，言語表現は，このボートにはやがて

恋人たちが乗り込み，焼香の香につつまれてゆったりと揺れながらまどろんでいくだろうこ

とを暗示している。

第51歌

船頭ルッダンは怒って言う

これはもはや渡し船ではない。［まるで］婚礼の行持の集会［みたいじゃないか］。来る

ものは誰でい乎んで座らせるのだ［から］。

若きも年寄りも，金持ちも乞食も，座っている。どの場所に殴ろうとも誰が名手めるとい

うのか？

ロウソクに蛾がばたばたと飛び込んで行くように，［人々はJJI Iを渡って， JIIの交わる

ところにやって来るのだ。

ヒズルの［若い］お弟子様がやって来て！肢を下ろした［とでもいう〕かのように，

誰もかれもが〔贈り物として］お菓子を持ってくる。

船頭jレツダンは彼（口ラーンジャー）を渡してやらなかったことを，そのとき後悔する。

「友よ！神は真実を｜球にはしない加。こいつは俺の［二人の］安をかと司、わしているの

だ。j

この者が－J討を発したとたん，生命を奪う。〔飛ぶ〕，烏を落とし，鹿を民にかける。
盗賊がターネーサル25iから来日1）幻，それは議賊であると，〔人は］明らかに認識する。

ワーリス・シャーよ！ この者は明らかに聖者（wall）だ。さあ見よ，この［意地悪な］

船頭を［人々が］ぶちのめすのを。

吟遊詩人の歌声に魅せられて，老若男女が磁石に引きつけられるようにラーンジャーの鴎

りに集まって行く。船頭は悪態をつくが，この男は聖者なのだ。「美声によって命を

m:ぶ鳥を落とし鹿を民にかけるjというのはベルシア詩の常套表現である。

24) つまり， f告の誘うことは本当だ， l嘘ではない，という意味。
25) Thanesar 地名。淡！！えが多いという務われでもあるのだろうか？
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第52歌

水牛飼たちは［先に〕行って，［ラーンジャー到来の］報せを村に鼠ける。「ひとりの芸

術家（suga士h）がボートの中で歌っているぞ。彼の言葉は，！こiから花々が咲き〔乱れ

る］ょうだ。何十万のf僚の美声を持たらす。〔彼は］船頭ルツダンの二人の姿といっ

しょに， ヒールの 1尽”の上に肢体を置いているぞ。J

ワーリス・シャーよ！若い女たちは“災い”だ。あれを見よ！ “騒ぎ”がもうやって

来るぞ。

“騒ぎ” （＝ラーンジャー）が鳴り物を鳴らし大きな声で歌いながら，姦しき“災い”た

ち（＝若い女たち）に取り巻かれながら，ボートの中の“寝台”で快楽の宴を1lliしている。

しかもそれは，この村めがけてやって来ようとしている。このどこの馬とも知れぬやさ男は，

やがて村の平安を上から下にひっくり返すことになるのだ。

第54歌

笑い遊んで夜を過ごした。朝起きて心を憂欝（udas）にした。

を進むとJIlが見えた。［そこに］行って船頭たちのそばに感った。

fftj〔を見ると］ボートの中には寝台（布関）が敷いであり，きれいに伸ばして広げで

あったO

ボートの中で竹笛を吹きならし寝台（布団）に上がって，安人と一般の人々を集めた。

ワーリス”シャーよ！ ［誰かが］行ってヒールに告げた。「あんたの寝台（特別席）を

ジャット族の男が台無しにしちまったよ。J

この歌で，今までの経続が簡潔にまとめられる。

第一行自「笑い，遊んで、夜を過ごした。朝起きて，心 (udas）にした。J (Skt. 

udasa）は， rrJアジア文化劉で，古来，！鼠世！惑を表すのに用いられてきた語で，この誌行に

はそのような文化的背景が感じられる。夜の宴，すなわち現世的な快楽，に容まれたひとが，

夜が明けてとつぜん隈める，つまり覚醒する。そして人生という大河を越えて，向こう片！ー

（｛皮岸）に向かう。一見単純な状況描写に見えるものは，古代より仏教・ヒンドゥー教で何

度となく使われてきた！ほ世的な表現を本歌If~っている。

ラーンジャーの人物設定は 前述したようにとンドゥー教のプレイボーイ・クリシュナが

ド敷きとなっているものの ここではそれに加えて，素晴らしいパフォーマンスで観客を

了する吟遊詩人や大道芸人として拙かれている。そしてそれは，諮問を肱浪しながら雑多な

観客の前で演奏をする物語 fヒールJの歌い手たちの，自分自身がこうありたい，という理

想像でもある。漂泊の歌手たちは，自分の姿をラーンジャーに重ね合わせた。こうした芸人

たちが歌う物語が，必Jずしも常識や社会倫理に従うものではなく，下手をすれば社会のIii~~1立

を誘因する可能性をも秘めたものであったということは興味深い。この；faff.のエンターテイン

メントは，社会の現状に対し民衆が抱く不満をある桂度解消してやる装置として機能した，
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ということなのか。つまり，受け手のif!IJに．こういった題材や内容の娯楽を必要とせざるを

えない状況があった，ということなのか。

第55歌から始まる長いくだりでは，自分の席が汚されたことに憤概したヒールが，春族

の少虫：集註lを引き述れて駆け付けることが語られる。この箇所において，ヒールの身体の各

部部分の美しさがJ詰写される。そこではヒールの肢体は自然界のさまざまな動植物に比較さ

れる。つまり，ヒールの肢体こそは楽i室｜であり，全日上界の動植物を収容した箱舟である。

ラーンジャーはやがて天への階梯を｝＇／.りつめ．この王座に就くことになるのだ。

この描写において，インドとベルシア両方の文芸伝統に出来する比II命が混合して用いられ

ている。登場人物，特にヒロインの身体の各部位を自然界の様々なものに対応させて全身の

をWI写することは，もちろんベルシア古典詩にもあるが，これだけ長大な行数を割いて偏

執狂的に描写しつくす仕方は，むしろサンスクリット美文体（カーヴャ）における身体描写

の徹底を仇仰とさせる。以ドにそれを訳出し脚注においてそのひとつひとつを解説した。

築者がここで詩行のいちいちにイメージやメタファーをどう読みとるべきか詳祁！なjqT(omをつ

けたことはいささか野暮だ、ったかもしれない。しかし現代のEl本とはかけ離れた時代・地

域の文芸作品を鑑賞する探に，文化の違いが壁となって，暗示される意味が読み取りにくく

なる，ということも実捺に生じる開題であり，ときには謎解きやネタばらしをすることも，

作品の魅力を紹介する際の一助となるのではないか。

第55歌

60人の少女ーたちを引き連れて 容色と｛創設に酔ったヒールがやって

手にi絞れるほどの真珠が耳に垂れている。楽図の美女や妖車f1fのように豪華である。

真っ赤な上衣（kurt!）は［盛り i二がった］胸と共に美しく締色天地は気絶する。

その鼻から垂れる飾り（bulaq）は北綴患のよう。怒り狂った台風の渦巻きのよう

Ir直前り（bunda）をつけた女よ，民つできなさい！これまでにどれほどの男たちが［倣

慢という］天幕をいっぱいに張ったものの 死んでしまったことか27J。

ワーリス・シャーよ．ジャット fj~ミの立良はf放’｜設とプライドでいっぱいだ。

26) ミサーリ－；主によれば，荒れ狂う台風の渦巻きのように， UiJりのものを治、に掛けない，という

こと［Mis.all1983: 98］であるが，ぬがHりが“j品者きき”（bhanntl):!SQをしている， とも解釈でき

る。天球は北総Ja}.の!i'ilりを1J!EIITIするから，ここには成るものをや心として限転するイメージがあ

る。

27) “主l約PJ’bundaの原JJ:は「水のしずくJであるから，耳たぶからしずくの形をしたイヤリング
がぎをれるイメージなのであろう。夜前のIT＇）；行とあわせれば，「旋 IITIする台風がまわりのものを巻き

込みながら終近し認の大粒のしずくが｜浄りだした。こんなところでテントを採るのは無謀だj

というのだろう。
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第56歌〔区福imI: 48 : Mi9alI 1983 : 99 J 

詩人達はヒールをどのように褒めたたえているか。額には月の美が輝く。

I虹まみれのお）巻き毛はこの月を［取り巻く］夜のようだ。赤い色は慧星（sahab）のよ

ム 29l
ノ O

日は水仙のよう 31JJで，鹿ペコ，オオハクセキレイ (mamolf合）［の自の］ょう。頬は

紅i拐しパラの花。

唇はラーホール製の弓のよう。美の綴致は思慮を越えている。

日のアイシャドウの線（dhar）は見栄え（phab）良く，パンジャーブの軍勢がインド

に攻め入ったことの証し：12i0 

［ヒールは］気ままに女達の集会33' ( taranjan）の中をうろつく。太守の象が酔って歩

くように

しい顔の上に線（眉毛）と点（ほくろ）がある。審物の文字の美しい線のようにお。

彼女を見たいと欲する者には大きな苦しみが生じた。

さあ行こう，ワーリス・シャーよ，威力の夜（Lailatal-Qadr) :36＇に詣でよう。これは

28) ミサーリー注によれば．“胤まみれ（xCmI）の巻き毛”は，冷酷さで求愛者たちを傷つけて胤ま

みれにすることを版わないからだ，という。

29) ハーシミー注は，ヒールの顔（頬）の包が最［い，としているが，むしろ，髪の毛の色が赤茶が

かった黙であり，長く｛ljlびた巻き毛が詳星を忠、わせる．というのだろう G

30) nargisI.ペルシア白典詩において水官11は通常，美女や炎少年の姿や，その愛らしい巻き毛のた

とえとして用いられ， 自のよとlllJ（；として用いられることはない。ここで具体的に日をどのように水

仙になぞ、らえているのか，よくわからない。ハーシミー注によれば，「水1111のように酔っ払って夢

見がちな日（mastmatvalI M1khet'l) J，あるいlまミサ－1)-i主［Mi§alI2005・99］によればれ｜三ば
llfJじた物愛げな（nimparva) J f'Iなのだという。

31) じmamola白wagtail,Motacilla' [Platts 2004］.同日 2015には「オオハクセキレイ，大白鵡鋭Jと

ある。ハーシミ－i主によれば，白黒の：＇］ 5Jの色をしているのが 白日とE注目に壌えられている。
32) ここで“＊反’と訳した Panj./U.dhar ( < Skt. dhara）は「）f,[;1'1..，線条，剣の鋭敏な刃jを窓i味
する。つまり，パンジャーブの軍勢が，鋭敏で、光沢（phab）を持つ剣の刃をかさずしながら攻め

入った．ということだろう。剣の刃には波型の紋がついており，古典サンスクリット詩において，

将の流れにたとえられる。ペルシア古典誌では，むしろ1§1＇£が弓に例えられ， fほという汚から限

怒し（流し悶）という矢が， !J~ たちに向かつて射かけられる，というよヒII会で，女性やその娘怒し
がj恐ろしい家事与に例えられる。ハーシミー注によれば，インドにもたらされるアイシャドウは，

ディールDir（パーキスターン北四辺境州の地名）に践するのをかけているのだという。

33) Panj. taranjanとは，少女迷あるいは次たちが大勢殴って紡録取をl引す集まりのこと〔Singh

1983］。日本の井戸端会議のようなものか。

34) 古典サンスクリット行悩詩において，美女の足取りは象のゆったりとした足取りに替えられる

(Skt. hasti gamin！）。ただしここでは発的矧を迎えてIXWIHヒした象の暴走のことを言っている。

35) ワリー・ダカニーのガザルに，次のようなiM＇行がある 「君の腐は，？i~沈した夜、に逢瀬をう、fl らせ

る文字のサインJ(tire abru yih mujh bedil kot'l tu立r孟込…visalIhai）〔HasimI2008 : 293］。

36) 威力の夜（Lailataト－Qadr）とは，ラマザーン月の 27臼13の夜で，コーランがムハンマドに関

示され始めたときであるとされる。直前の詩行「彼女を見たいと欲する者には大きな苦しみが~Iと

じたjは， ミサーリー版には欠けており，その方が，ヒールの悶とほくろを脅物の炎しい文字に

替えた詩行と，コーランの草子示を述べたこの詩行とがつながるので，忠、i床の通りがよい。
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徳のある行為だ。

第57歌

唇は紅去のようにきらめく。あごは外国の林1禽めのよう。

i年iは，アリフ・フセイニー（＝イマーム・フセインの鰐の名）の剣先のill！がった部分だ。

き髪は宝物）本を守る蛇お1 (Panj. nag）のよう。

歯は，チャンパ一花泊）の首飾り。笑うと，美の柘摺の突から真珠の粒がこぼれる。

ジャット族の娘のすらりとした背丈は天閣の花園の糸杉にひとしく，中国やカシュミー

ルの絵阪を思わせる蜘。

首はサギ烏rnのように長い。指はラワーン立のさや42）。手は柔らかでプラタナスの［広

がった］葉のよう。問の腕は，バターを延ばす〔のに使う］担ね榛。綿はガンジス河

［にひたされる〕大理右［の斜商J43) 0 

立派に盛り上がった乳房は絹の糸玉，パルフ（中央アジアの地名）の果実感から取って

来た林檎。

へそは天国の貯水池44l. 焼香の丸い:!ll145）。へその下の部分（pec;lu）は，官制の特別な，

柔らかな木綿。

尻は，皇帝［に捧げる〕樟脳の（kafursinah) 461ように傾いて（banke)m おり，脚とく

るぶしは，尖塔（ミナレット）の優美。

口紅をつけた唇の紅さ（surポ）48）に対ーする欲望は，パーザールの中で，ムスリムの商

人（xwajah）をもヒンドゥーの商人（khatrI）をも殺害する。

37) vilayatl seb.中央アジアやアフガニスタン産の林檎。

38) ハーシミー注によれば， もう一つの解釈は，「ショールコート（地名）の虫色J。
39) 潟アジアで好まれる，内陣の白い花弁を持つ花。芳香を持つ。

40) 中国の水翠i図や，潟地カシュミールの風長！聞に針葉樹がおiかれるから0

41) Panj. kunjく Skt.krauncaサギの一種で長い首を持つ。

42) ravanh phaliyan. ff. の交いさやが，総長い指に似ている。この認は際：j~f' には記裁がないが，

Singh 1983には rawan‘Avariety of bean’とある0

43) ハーシミー注によれば．ガンジス河が丘陵地から平原に流れ出る際に通る斜面のこと。

44) 詩型カーリダーサの叙事詩『王子の誕生J(Kumarasambhava）において，女神パールヴァ

ティーの身体描写のくだりに，へそを深い:Ji二戸に議えた鋼所がある。

45) 塁手呑を丸く悶めたもの。

46) ハーシミー注によれば，樟協の一種で・7](に浮くほと1設く白い。ミサーリー注によれば，空気に
憎したとたんに気化するという。 Platts20C4にはP.主inah の意味として「｝~i袋に空気を入れて膨

らましたもので， i可を渡るときに使う」とあるから， ff,i脳の入れ物として茶袋がJtlいられており，
それが女性の尻に似ている，ということなのかもしれない。

47) 尻がなだらかに｛頃斜していることをいっているらしい。あるいは，“政！とくるぶし”を1ま鈍する
と取るならば，「！郎とくるぶしが，尖塔のお：のように傾斜しているjというな昧になる。

48) 黄金の色は紅い（surx）とされていることに掛けるのつまり. :jJ~奪者は，黄金の紅さに対する

食欲から， i荷人たちをf主要kする，ということ Q
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妖精王の妹，五つの花の体重を持つ女王（ヒールは何千人の中にいても．隠れたまま

ではいない。

取り巻きの少女達と俳梱し高慢に酔う。雌鹿が荒野を疾走するように。

反逆をくわだててエジプト製の鮮初）が，鞘からきらめき出るよう。

ジャット族の娘は思うがままに鼻息荒くうろつく。カンダハールからの怒りの大軍のよ

うに。

ランカー島の閣の妖精5u(parl）か，はたまた帝釈天の妃か，月の光の流れめから現れ

た天女（l).aur）か。

北京の人形，ビザ、ンツ（rum）の絵姿，妖精は荒野から月を得た幻）。

彼女は怒りと激情に駆られ，抜け出してやって来た。サギ鳥が群れをはぐれて出てくる

ように

彼女に出くわしたならば［誰であっても］その魂は恋に落ち 鰐の刃によって［肉体か

ら］出て去ってゆく。

愛らしい娘のあらゆる部位が愛を語以高音の絃（zll）から旋律（raga）が生まれ出るお｝。

赤頭族紛（Qazalbas）の兵士，処前人，騎士が， H乱まみれになって（血に凱えて），箪

49) ハーシミ一役によれば，民間に諮り継がれるループチャンド主に関する伝説に受場するとロイ

ン。非常に繊細で、軽く 5つの花のJRさしかなかった。しかしある臼，体設を言十ったところ， 6つ
の花の:ill:さだったので，妊娠していることが分かった，という。
50) awadh(?) dalat mi$rl.直訳すると，「端を切り裂くエジプト裂の（剣）」あるいは「アワド王国

を切り裂くエジプト：裂の（剣けとなるが，意味不明。ハーシミー注によれば，エジプト裂の鋭い

剣のことだという。

しかしミサーリー版では awdhwalat mi$rlとなっており，まったく迷う解釈をしている

[Mis.all 2005 : 103］。それによると， awdh/odh/Odhは［ミルクの袋，つまり乳房pustan］のこと

だという oPlatts 2004によれば， Panj./U.misrIには「エジプト製のナイフ」という意味とならん

で「エジプト践の砂糖J,Egypsian sugar-candyという意味も見え，さらに misrlki:1zah 'a 
cup-shaped lump of sugar～candy’という表現も記殺される。つまり．走っているときに尖った乳

房あるいはまし首がゆさゆさと採れ（walat），エジプト裂のナイフが鞘から抜かれるようだ，ある

いはカップ型をしたエジプト滋の砂糖菜子のようだ，という'fJf.：味に解せる。
51) ヒンドゥー教叙：~j:f詩ラーマーヤナにいわれる，悪魔の住む島ランカーおのこと。

52) l:iaur nik!I cand di dhar wiccoil.ハーシミー注は， candをチナーブJI／倍以 Candrabhaga）のこ

とだとする。これに従うなら 「チナーフ＇JI／の流れから現れた天女」となる。ミサーリー版では

cambe di dhar wiccoilとなっており 「チャメーリー（モクセイ科低水ソケイ）の花から採った香

水の流れの仁｜功、らjと解する。

53) 意味不明。

54) Panj. kl!nj=Skt. kraunca.叙事詩ラーマーヤナの冒頭の部分で，ラーマーヤナは愛する者ーからの

別r1ffiの悲しみを主題とすることが述べられ，？狩－れからはく、、れて悲しげにl守5 くクラウンチヤ .l~h

えとして引き合いに1±＼される。

55) 愛らしい少女の姿は，すらりとしたネックとまどかな共鳴納を持つ弦楽器の形状を思わせる。

ハーシミー注によれば， Panj.zII はパンジャーブ式スイタ… ）（； （弦楽器）の第一弦で，腸弦

（ガット）である。ペルシア諮 zlr「i弱音弦Jが詩形変化したものであろうか。
56) Qizilbas.サファヴィー朗自己下の遊牧テュルク系兵士。赤い帽子を被ったので，この名がついた。

『岩j皮イスラーム静~ll!.J の“キズイ jレバーシュ”の墳に詳しい説明がある。

st01
ノート注釈
st01 : None

st01
ノート注釈
st01 : MigrationNone

st01
ノート注釈
st01 : Unmarked
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営地（urdu）や市場（bazar）から走り出てきた。

ワーリス・シャーよ， 日の二つが出合うところでは，誰も助からない571。サイコロ遊び

のように。

！成癒ラーンジャーと族長の娘ヒールの出会いは一筋縄ではない。ラーンジャーは駄目男であ

り，そしてヒールは美少女だが恐ろしく気難しい。二人の出会うきっかけが誇いであるとい

う設定も型破りで，この物語をいっそう魅力的なものにしている。群れからはぐれて悲痛な

叫びをあげるサギ烏（Panj.kCmj < Skt. krau長ca）のように，ヒールは既成の社会規範から

逸脱する。ニ人は運命に抗いがたく恋に落ち，破滅の道を堕ちていくことになるのだが，そ

れは同時に至福への上昇ーの過程で、ある。

む す び

このように，？ヒールjのテキストは，諾議においても言語表現においても，イスラーム

以前から存在していた南アジア土着の民衆文芸の法統を受け継いで、いる。しかし美少女ヒー

ルの身体描写に見られるように ところどころに 高度な作詩技巧を駆使して耽美1也味が昨

裂するようなくだりが差し挟まれ，そういった箇所からは，詩人ワーリス・シャーがムスリ

ム的な教養を持った知識人だったことが うかがえるようである。牧童ラーンジャーの人物

設定はあきらかに土着のクリシュナ伝説が基になっているが，それがこの作品においては身

分違いの禁断の恋とその破滅，となっている点は，サンスクリット・プラークリット古典文

学の典型からは逸脱しているように思われる。サンスクリット・プラークリット古典文学に

おいて，物語は一一途中で災難・不幸に見舞われる場面があるとはいえ一一たいていの

場合，恋人達は最後には再会しハッピー・エンドで、終わるのが普通である。この点では，

fヒールJはむしろ，禁断の恋と破滅を主題とするベルシア古典詩に近づいている，と言え

るかもしれない。とはいえ 南アジ、ア土若の文芸で、も 古典文学に話を限らなければ悲劇的

な結末を持った物語は存在するかもしれず似’一概に判断することはできない。

冒頭で述べたように， j?持アジア土若の文化とイスラーム文化との混浴・融合のプロセスは，

分野によってまちまちであり，それぞれの分野において使用される材料の性繋に左右される。

建築において用いられる材料は石材等であり，音楽においては音響であり，絵画においては

色彩と形状であり，自然科学においてはさまざまな自然現象とそれらの観測値であり，文芸

において －文体である。これらのうち，本考察では，文芸（言語表現）における

57) ヒールと目が合った53は，たちまち恋に務ちてしまい，死に至る。‘悶の二つが合う”とは，お
そらくサイコロ遊びの用認であろう。

58) たとえば8UJ：紀カシュミールのダーモーダラグプタ作 fクァタニーマタJ]（選手女の忠設）では，

挿入物語として，遊事｜；を務台にして遊女と学生の恋愛が扱われ，遊女が自死を選ぶという悲劇的

な結末が諮られる。
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文化混i肴の様相とその特貿を観察した。

追記 この論考は科学研究費補助金・基盤研究（C）「インド音楽とベルシア音楽の交流一一

ヒンドゥスターニー音楽の形成過程に関する研究J（研究課題番号： 26370093）の助成

をうけたものである。
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